
大学や社会で求められるコミュニケーション力を
高めていくアクティブ・ラーニング 

 

長崎大学 大学教育イノベーションセンター 
當山明華 



授業の紹介 

• 授業名：「コミュニケーション基礎講座」 

  →なぜこの授業を行うことになったのか？ 

• モジュール科目の一つ 

  →モジュールとは？ 
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授業の紹介 
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授業の紹介 
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授業の紹介 

• カテゴリー：変容する環境とリテラシー 

６つのテーマ 

–微生物と人間社会 

–教育の基礎 

–環境をめぐる諸問題 

–暮らしに生かす情報技術 

–国際社会を理解するための多様な視点 

– コミュニケーション基礎講座 
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授業の紹介 

• テーマ：コミュニケーション基礎講座 

３つの科目 

–人間関係の社会学 

– メディア・コミュニケーション基礎 

– コミュニケーション基礎実践 
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授業の紹介 
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授業のねらい 

• 大学や社会でのコミュニケーションに必要とさ
れる基礎能力の育成を目指す 

• 「読み」，「書き」，プレゼンテーションおよび
ディスカッションの基礎的な技能を高め，ソー
シャルメディアの可能性や情報化社会が及ぼ
す影響について理解することにより，大学や
社会で求められるコミュニケーション能力を全
体的に高めていくことを目指す 
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授業の進行 

• 目標を到達するために必要な理論・スキルの
説明と演習を行う 

① コミュニケーションに必要な理論・スキルを学ぶ 

② 学んだ理論・スキルについてのワーク，またはグ
ループワークおよび発表を行う 

③ 授業外の時間に，授業の内容についてのレポート
を作成し提出する 
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本授業のアクティブ・ラーニングとは 
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出典：http://www.juce.jp/LINK/journal/1403/02_01.html 



授業内容（全８回×２） 
第１回（９月２８日） 

  １．趣旨説明       

  ２．自己紹介文を書く 

    ～ライティングの基礎を学ぶ   

第２回（１０月５日） 

  ３．論理的な表現とは     

  ４．レポートの書き方を学ぶ  

第３回（１０月１９日） 

  ５．参考文献の書き方・引用法（１） 

  ６．参考文献の書き方・引用法（２）  

第４回（１０月２６日） 

  ７．思考力について学ぶ（１）  

  ８．思考力について学ぶ（２） 
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第５回（１１月５日） 
  ９．情報セキュリティについて  
 １０．ソーシャルネットワーク 
          サービスについて 
第６回（１１月９日） 
 １１．思考力について学ぶ（３）    
 １２．思考力について学ぶ（４）  
第７回（１１月１６日） 
 １３．コミュニケーションスキルに 
              ついて学ぶ 
 １４．ディスカッション・ 
     プレゼンテーションの基本 
第８回（１１月３０日） 
 １５．まとめと振り返り      



授業する際に意識したこと 

• 毎回の授業の流れを最初に「はじめに」で示
す 

• なるべく客観的に考えることの大切さが分か
るような内容にする 

• ハンドアウトにはわざと全てのスライドを載せ
ない 

  

 何のために授業を行っているのか，学生自身
に考えさせる。受け身で授業を受けさせない。 
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「はじめに」の例 
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「レポート課題」の例 
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学生のコメント 

• 論理的思考を意識すると，1つ1つの情報のつながりが正しいかど
うか，情報を正しい解釈で見ることができるようになると思った。 

• 論理的に思考するためには，「事実」と「意見」の区別が大切なの
だと知った。 

• コミュニケーションは相手を思いやる気持ちが大切なのだと分かっ
た。 

• 日ごろ 「何となく」で好き嫌いなどを決めることが多いので，根拠
を述べて説明することが難しいと感じた。しかし，さまざまな意見を
聞くと，理由のつけ方や説明の仕方，批判的な考え方などがたくさ
んあると気づいた。日常的に根拠を考えるクセをつけていきたいと
思った。 

• 論理的な思考をする時に注意すべきことは，自分はバイアスや型
にはまった見方をしているということ，また結果に結びつかない根
拠を当てはめてしまう可能性があること。この自分を知っておくこと
が大切だと思った。 

2016/3/21 私立大学情報教育協会＠市ヶ谷 19 



改善点と課題 

• 自分の相対的な立ち位置が分かるようなことを
仕掛ける（ピア評価） 

• 明らかに自分が成長したと分かるようなツールを
考える（毎回の授業の到達目標を最初に掲げ，
最後のリフレクションでそれを確認させるなど） 

• 全体のフローを見えるようにする（全体のフロー
が見えないために，体系的に捉えていない学生
がいる） 

• モチベーションが低いために，ついて来られない
学生のフォローをどうするか 
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ご清聴ありがとうございました 
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